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岐阜車体工業株式会社

岐阜車体工業株式会社　代表取締役社長

川田 康夫氏
◎聞き手
　十六総合研究所  取締役社長　秋葉 和人

岐阜車体工業は、ハイエースなどのトヨタを代表する車を世界150か国以上に供給している、岐阜県唯一のトヨタ系完成車メーカーです。高品質
な大型車両をコンパクトなラインで製造する「スリム・シンプル・ストロング」な工場を、全員参加の改善活動により日々進化させています。今後は、 
これまで培ったモノづくりのノウハウを海外の生産拠点にも伝承し、地球規模でのビジネスに取り組み、「小粒でもピカッと光る企業」を目指します。

社員に対しては「ミニトヨタやミニトヨタ車体になるのではな
く、小粒でもピカッと光る、特殊な、個性的な企業であろう」と 
伝えています。



海外で「ノックダウン生産」を行うための部品（左）、車両の組立（右）

十六総合研究所　取締役社長
秋葉 和人

本日は岐阜車体工業株式会社本社をお訪ねし、代
表取締役社長 川田 康夫様からお話を伺います。

―― 1940年に創業され、今年10月に81周年を迎え
られます。沿革についてお話し願います。
●川田社長（以下敬称略）　1940年頃に小さな企
業をまとめようという国策があったそうで、創業者
の星野鍵太郎が経営していた鉄工所と自動車のボ
デーを製造していた３社が合併し、岐阜車体工業
が誕生しました。当時の十六銀行の柳ケ瀬支店長
に「本格的に自動車を手がけたほうがいい」と勧め
られ融資を受けたということです。トヨタからエンジ
ンとトランスミッション、ハンドルが載ったフレームを
運んできて、運転席と荷室のボデーを組み立て、大
型トラックを作っていました。創業以来、ずっとトヨタ
グループの仕事を引き受けています。
　トヨタのトラックを作るとともに、トラックを改装し
てハイエースのようなワンボックス商用車に作り替
える提案も当社で行いました。遊び心で、ゼネラル・
モーターズ（ＧＭ）が販売していた大きなジープに
対抗するメガクルーザーという車を提案して作っ
た事もあります。1999年からハイエースを生産、
2017年から小型バスのコースターをトヨタ車体の
工場から全面移管して全量生産、19年から輸出用

モデルの新型ハイエースを生
産しています。当社でプレス・
溶接・塗装・組立を一貫して行
い、合わせて年間約10万台
の自動車を生産しています。
―― 工場の生産方式はトヨタさ
んからの指導もあったのでしょ
うか。
●川田　基本的にはトヨタの
生産技術、考え方を導入して
おり、トヨタイズムがしっかりと
反映されています。ラインにつ

いては、トヨタ自動車の張富士夫元名誉会長をはじ
め、トヨタ生産方式を理解しているプロの方々から
代々指導を受けています。
―― 川田社長は８代目の社長でいらっしゃいます。こ
れまでのご経歴についてお聞かせください。
●川田　私は1980年にトヨタ自動車に入社しまし
た。電気系のエンジニアでしたので、溶接やロボッ
トなどで電気を多く使うボデー関係の生産技術部
門に配属されました。カローラのプロジェクトなどを
手がけ、その後、93年にトヨタとＧＭの合弁会社、
ニュー・ユナイテッド・モーター・マニュファクチャリ
ング（ＮＵＭＭＩ）の溶接工程のコーディネーターと
して4年半の間カリフォルニアに赴任しました。ここ
は元ＧＭの工場で、ＧＭから引き続き雇用した中に
は働かず言うことを聞かない社員がおり苦労しまし
た。溶接とプレスは日本から新しい設備を持ってい
きましたので、生産性は日本と変わらなかったので
すが、完成車の品質は国産に比べると良くなかった
ですね。作業者のメンタリティが品質に影響します。
帰国してからは、ボデー生産技術、高岡工場車体
部、田原工場車体部、プレス生産技術、車両生産
技術部長、役員として元町工場長、本社工場長な
どを経て、2013年にトヨタ車体の生産系トップであ
る専務に、16年から当社社長に就任しています。

―― 会社のスローガンについてお聞かせください。
●川田　前顧問の星野鉃夫が「小粒でもピカッと
光る」企業を目指すというスローガンを考えました。
国内でも海外でも、車体工場は年間20万台規模の
工場が一般的で、設備投資や収益などの観点から
も無駄がなく効率的です。トヨタ車体からハイエー
スのラインを引き受けて、当初6万台規模で生産を
開始する際、星野は小さな規模でもピカッと光る、
稼げる会社にしようと考えたようです。トヨタ車体と
の関係が深まる中で、私自身も社員に対しては「ミニ
トヨタやミニトヨタ車体になるのではなく、小粒でも

トヨタグループのトラックを手がける

小粒でもピカッと光る企業に
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車両の組立 大型プレス機を導入する建設中のプレス工場

対談風景／岐阜車体工業株式会社　代表取締役社長　川田 康夫氏（右）、
　　　　　十六総合研究所　取締役社長　秋葉 和人（左）

岐阜車体工業株式会社
代表取締役社長 川田 康夫氏

部のドアから
大 物 部 品を
入 れて組 み
立 てて いま
す。
　一方、コー
スター は 後
部にドアがな
いため、移管前は左右のドアから部品を入れていま
した。右ハンドルの場合は左側、左ハンドルの場合
は右側に乗降用ドアがあるので、左右両側に部品
を配置するため、部品の配置スペースと在庫が2倍
必要でした。当社の工場では、ハイエースと同じよ
うにコースターを横方向に向け、前後の窓から各種
部品を入れるように工程を設計したので、部品の配
置スペースは片側だけとなり、スペースと在庫が半
分で済んでいます。長いシートも片側から入るよう
に、トヨタ車体の技術部門が窓を大きく設計変更し
てくれています。
　今後の大きなプロジェクトとしては、大型プレス機
の導入を10月に控えています。当社にはある程度
の大きさのプレス機はあるのですが、ハイエースや
コースターなどの大きなパネルはプレス出来ないの
で、トヨタ車体の各工場から送ってもらっています。
その物流費が年間数億円、既存のプレス機も古い
ため年間数千万円の補修費がかかっています。そ
れを考慮すると大型プレス機を導入しても十分ペイ

ピカッと光る、特殊な、個性的な企業であろう」と伝
えています。
―― 以前、工場を見学させていただいた時に、いろ
いろなところに工夫があり、改革や改善に積極的でい
らっしゃると感じました。
●川田　トヨタ生産方式は改善などについて非常
に厳しく、今日は改善できたとしても、それが完成形
ではないと言われます。加工を伴わない物流はム
ダなので、自社で加工して組み立てるのがベストで
あり、そこに向かって無駄をなくすよう改善していき
ます。
　当社では「からくり改善」といって、モーターなど
の動力を新たに使わず、自重を生かして作動させ
る改善活動を行っています。例えば、床の磁気テー
プに沿って台車が自動で部品を運び、エリアに入る
と無動力で部品をシューターに流すような工夫を
しています。現場で苦労して知恵を働かせて、無動
力で作るのがポイントです。費用をかけてメーカー
に注文すると動力装置となり、電源、センサー、コン
トローラーなどが必要となり、壊れやすいうえに、
大切に使われなくなります。その点、自分で苦労し
て作ったものはメンテナンスをしながら大切に使い
ます。

―― 小型バスコースターを生産開始された時のお話
をお聞かせください。
●川田　コースターは、私がトヨタ車
体にいる時に当社に移管する計画に
携わりました。車の組み立てで難しい
作業の一つに、長い部品を車体内部
に入れる工程があります。ハイエース
は後部に大きなドアがあり、そこから
部品の出し入れが可能です。通常は
進行方向に車の前面を配置しコンベ
アを動かすのですが、ハイエースのラ
インでは、車体を横方向に向けて、後

ラインを改善して効率アップ



地域応援車両完成披露式典（コースター）ハイエース（スーパーロング） 社員食堂「sha・shock スマイル」

できるので、油圧式の古いプレス機を廃止して、大
型の最新サーボプレス機を導入することにしました。
―― 昨年には、御社のコースターで、十六銀行の地域
応援車両（ATMやAEDなどを搭載）を手がけていた
だきました。
●川田　コースターはバスですが、さまざまな用途
で使えます。また当社では救急車など特殊性が高
い車両も生産しています。乗用車系の工場で、大き
な車両を作っているのは当社以外にありません。ほ
かにも、移動や物流に活用できるトヨタの大型多目
的電気自動車「e-Palette（イーパレット）」の試作
車の塗装も当社で行っており、量産する場合も塗装
工程を担う予定です。

―― 健康経営についても力を入れていらっしゃいます。
●川田　食堂を新築する時に、星野が「勤めなが
ら健康になる会社にしたい」と言っていました。とこ
ろが、若手の社員が多く、どんどん高カロリーになっ
てきたので、食べたい人も、少量でいい人も満足で
きるよう、サイズを選べるようにしました。他にも、メ
ニューの選択肢を増やし、グラム売りのデリ（総菜）
を取り入れるなどして、社員のさまざまなニーズに
対応しています。
　また、身体の調子が悪くなった時には、主治医の
先生の診察を受けて指導してもらいます。派遣社員
を含めて2000人を超える社員がいますが、1次検
診は受けても2次検診を受けない社員や１次検診を
受けない家族が多くおり、受診を促すために、エック
ス線装置などの基本的な健康診断用の機器を会
社で導入し、診療所を設けました。その結果、社員
や家族の受診率が上がりました。社員はもとより家
族が倒れると大変ですので、社員の家族も含めて
健康を維持していけたらと思っています。
―― 星野鉃夫氏が会長時代に、人事制度を大改革さ
れました。
●川田　人事制度改革を自ら率先して行ったそう

で、「川の流れ人事」と呼んでいます。終身雇用、年
功序列といった人事制度では、川の水がよどんで
しまうため、昇りたい者は自分自身で上流へ昇って
いくことができる、実力主義を取り入れています。た
だ、良い面と悪い面があり、よく仕事をしているのに
光が当たらない社員もいるため、補完する制度も作
りました。
　資産形成のために４０１ｋも導入しましたが、リーマ
ンショックで株価が暴落してからは、多くの社員が定
期預金で運用しているのが現状です。老後の豊か
な暮らしのためにも、勉強会を開催し、資産形成に
ついて学んでもらっています。

―― 人材育成の観点ではどのような働きかけをされ
ていますか。
●川田　新卒で入った社員は3週間も実習を行う
と、標準作業ができるようになります。そうして新入
社員の時から5年、10年と同じ工程にいる訳です。
同じ作業ばかりでは飽きてしまうので、米国の工場
にならって1日に4工程を回る2時間ローテーション
というものを検討しています。いろいろな人が担当
すると標準化が進み、無駄もなくなります。この9月
から全工程でフルローテーションを始める予定で
す。新型ハイエースは輸出先に応じていろいろな部
品があり、覚える作業も多いのですが、さまざまな工
程を知っていると自分が上司になった時に全部教え
ることができます。当社には、全工程を担える「スー
パーマン」と呼ばれる社員が2人います。今度その1
人をケニアに派遣し、現地で組み立ての指導にあて
る予定です。
　また、当社には派遣社員が4割程度いるのです
が、複数の工程を覚えていれば、人が辞めたり、生
産量が増減したりしてもラインが安定します。ロー
テーションの際には前後の工程間でコミュニケー
ションも生まれます。社員が覚えた工程数はカウント
していますので、人事評価に反映する予定です。

勤めながら健康になる
2時間ローテーション制度を導入



小学生の工場見学の様子社員食堂では豊富なメニューを提供 岐阜車体ハッピーフェスティバルの様子

本社玄関横にて

【会社概要】 ■ 本社／各務原市　■ 設立／1940年10月
■ 資本金／11億7500万円
■ 従業員数／2297名（2021年7月）
■ 事業内容／自動車車体の組立（トヨタの商用車、救急車）

　事務系の社員も3年ぐらいで異動させ、いろいろ
な仕事を覚えさせています。

―― 地域貢献活動にも積極的です。
●川田　この地域で生産活動を行っていますので、
住民の方に認めていただけるよう、さまざまな活動
を行っています。年に一度の納涼祭「岐阜車体ハッ
ピーフェスティバル」では社員が一丸となり、工場の
駐車場に地域の方々をお呼びして交流しています。
昨年は残念ながらコロナ禍で開催できませんでした
が、お笑い芸人を呼んだり、地元の小学生チームに
和太鼓を演奏してもらったりして、大変盛り上がりま
す。屋台を出し、食堂も開放し、豪華景品が当たる
抽選会も行っており、数千人の方が遊びに来てくだ
さいます。
　また、コロナ禍で、小学生の皆さんは遠くに出掛
けられないので、少しでも喜んでいただけたらと、工
場見学はできるだけお受けするようにしています。
当社の工場はコンパクトなので、自動車が完成する
までの流れが分かりやすいと思います。製造業に関
心を持ってもらい、将来は製造業に入ってもいいと
思ってもらえれば嬉しいです。
　岐阜県の高校生は卒業すると進学や就職で7〜
8割が愛知県に行ってしまうそうです。当社ではコー
スターと新型ハイエースの生産に合わせて高校生
の新卒採用を徐々に増やしてきました。近隣の高校
だけではなかなか集まりませんので、当社を知っても
らうために岐阜県中の学校を回ったところ、定期的
に来てもらえるようになりました。せっかくできたこの
関係を途切れさせぬよう、苦しい時でも採用を続け
ています。

―― 今後の経営の中で実現したい事や、展望などを
お聞かせください。
●川田　数年前にホームページを更新した際、海

外でのプロジェクトについて掲載したところ、大学生
の入社希望者が爆発的に増えました。海外展開を
実現し、若い人の夢をかなえるためにも、海外に1
人で行けるスーパーマンを増やしたいと思っていま
す。また、トヨタ車体のタイの工場に、当社から3人
の駐在員を出す予定で、将来の海外事業の実現を
着々と進めています。コースターと新型ハイエース
は約8割が輸出ですが、完成車としての輸出が減っ
ても、当社の部品を使って現地でクルマを作る「ノッ
クダウン生産」を推進し、海外の製造現場で管理で
きる人材を育てたいと思っています。
　もう一つは70歳定年制です。「勤めながら健康
になる」を実現し、70歳になってもラインに入って
もらえるような体制を築きたいです。2時間のロー
テーション制であれば、例えば午前中の4時間だけ
勤務することも可能になり、柔軟に働けると思いま
す。体力づくりのバックアップとしてスポーツジムと
も提携しています。社内にジムを作ることも考えま
したが、社員全員が会社帰りに寄ることは難しいの
で、各職場に自分の体力、柔軟性などが測れる機器
を導入しているところです。こうして社員が健康で
充実した人生を送ってくれれば嬉しいです。

―― 若い人にとって海外で活躍できるチャンスがある
こと、また、人生100年時代を無理なく働きながら過ご
せるということは、どちら
も大変魅力的だと感じま
す。本日はありがとうご
ざいました。

地域とのつながりを大切に

海外展開も検討、長く働ける会社に




